
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

単板積層材を活用した屋根構面の水平耐力および床振動性状 
に関する研究 

道産材であるカラマツの強度を有効活用できる単

板積層材を使用した横架材（I-Joist など）の開発が、

道内外の試験研究機関や大学・企業によって進めら

れてきましたが、これら横架材で構成される勾配屋

根の水平耐力や床組の使用性能等は明らかになって

いません。本研究では、木造建築物の安全性と信頼

性の確保・向上を目指し、地産材を活用した構造部

材の設計支援を図るため、単板積層材を活用した勾

配屋根の水平耐力を実験的に明らかにすることと、

床組の歩行時等の振動応答データの蓄積を目的とし

ています。 

本研究では、I-Joist を垂木として用いた５寸勾配

屋根構面の水平加力実験と、I-Joist を床梁として用

いた模型などの床組を用いての振動応答実測や官能

実験を実施しました。 

勾配屋根の水平加力実験の結果、破壊性状などに

基づいて各接合部の留め付け仕様を変えることによ

り、特殊な材料を使わずに、梁せいが 302mm と

なる縦長の I-Joist を垂木として用いても、構造耐

力を確保することができることがわかりました。ま

た、局部的な破壊の生じ難い I-Joist 5 寸勾配屋根

の構造仕様を提案し、その構造性能値を明らかにし

ました。本実験で明らかにした耐力は、構造設計時

に加算できる耐力として活用されることが期待され

ます。 

また、床組の振動応答実測や官能実験の結果、

I-Joistと15mm構造用面材で構成される床組の歩

行時の振動は比較的感じやすく、気になる傾向が大

きいものの、厚物合板の使用や、遮音マットやフロ

ーリングを敷くことなどにより、認知の大きさや気

になり具合を低減できることが明らかになりまし

た。I-Joist は比較的大きなスパンを確保することが

可能な部材ですので、今後、本研究で得た実測デー

タは使用時の揺れに対する評価手法・設計手法・防

止対策手法の確立に向けて貴重な資料となります。 

本研究の成果は、共同研究機関である一般社団法人全国 LVL 協会が、木造建築物の安全性と信頼性の確保・

向上を支援するための設計資料として取り纏め、オープンな情報として地域材の活用を図る事業者へ公開して

行きます。 

●共同研究機関：一般社団法人全国ＬＶＬ協会 

（協力機関：東京工業大学、東京大学、京都大学、 
北海道工業大学、林産試験場） 

●研究担当：北方建築総合研究所 環境科学部構法材料グループ 

●研究期間：平成２４～２５年度（終了） 

●研究区分：一般共同研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 

今 後 の 展 開 

【H24-25】 
積雪に強くて施工も楽な屋根垂木 
として活用するために 

図１ 研究の概要・フロー 

単板積層材を使用した横架材「I-Joist」 

高い曲げ剛性  

カラマツの優位性  

◆形状  

◆材質  

安定した軸強度  

未整備の設計支援情報を整備 

構造設計・性能評価時に活用で
きる水平耐力についての実験 

歩行時等の床構面の 
振動応答の計測と官能実験 

【H24-25】 
大きなスパンを確保する床梁 
として活用するために 
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図２ I-Joist 勾配屋根の水平耐力データの一例 

◆矩形断面垂木勾配屋根(黒破線) 

・垂木断面 45×90mm 
・転び留め無し 

※５寸勾配屋根 

◆Ｉ－Ｊｏｉｓｔ勾配屋根 
・接合部釘打ち増し 
・転び留め付き 
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⇒設計用許容せん断耐力：1.57kN/m 

合板 
OSB 

床の振動応答特性から得られる指標値 

※①非常に大きく感じる、②やや大きく感じる、③はっきり気付く、④かすかに気付く、 
⑤気付くか気付かないかの境界、⑥ほとんど気付かない、⑦全く気付かない 

、 
図３ 官能実験結果の一例 

【A】模型･合板 15mm､【B】模型･OSB15mm､【C】模型･合板 28mm､ 
【D】模型･C+遮音ﾏｯﾄ+ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ､【E1、2】ﾓﾃﾞﾙﾊｳｽ･合板 28mm 
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【D】 

○矩形断面梁木床組 
（ｽﾊﾟﾝ5.4m程度） 

△I-Joist床組 
（ｽﾊﾟﾝ6.4m程度） 
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